
事業概要 多様なしま暮らしの実現と地域課題解決型「空き家シェアリング」のしくみづくり

取組内容及び成果

１．空き家シェアリングのしくみづくりとモデル化

⦿価格帯に大きな差がある様々なタイプの物件が集まったことから、運営
の煩雑さを軽減するため、サブスクではなく、現在のNPOの会員を拡大す
ることでしくみをつくることとした。

⦿また、会員構成の見直しを兼ね、空き家活用を助ける「お助け倶楽部」
なども創設を予定している。（P2参照）

⦿当初、長期滞在者（移住希望者、二地域居住が主）を対象に考えてい
たが、シェアリングに参加する物件オーナーが、自分たちもシェア会員にな
り奄美群島内で滞在するという需要があることが確認され、対象者を広げ
ることとした。

２．DIYを学べる「しま暮らし体験シェアハウス」の改修・運営モデルづくり
⦿大学で建築を学ぶ学生らとともに、
現地の資源調査、区長へのヒアリングを
行いながら、奄美の空き家に暮らす楽し
みを伝えられる滞在施設のしくみを企画、
大工の指導を受けながら改修を行った。
⦿この活動がにより３０代の大家が
Uターンして、一緒に施設運営を行う運びとなった。
（場所：奄美大島笠利町赤木名）

3．課題
⦿高リスク物件を活用するための資金調達
⦿空き家シェアリングのコンセプトに共感する利用者・大家の拡大
⦿空き家活用の人材確保

4．今後の取り組みについて
⦿シェアリング倶楽部のテストラン及びウェブサイトを構築する。
⦿「しま暮らし体験シェアハウス」のテストラン。奄美の家や移住に関する展
示を行うとともに、DIY途中の当該物件をDIYハウスとして宿泊客と一緒に
DIYしながら完成させる。

活動地域 奄美群島（主に奄美大島、徳之島、沖永良部島）

取組の
目的

（奄美で暮らしたい人たちに）
お試し暮らしなどの短期移住、家探しのための長期
滞在、避寒、療養、多拠点居住などさまざまなライフ
スタイルに対応する場を提供することで、新たなライ
フスタイルを実現するためのサポート環境を整え、空
き家に暮らす人を増やす。

（受け入れる地域にとって）
・空き家活用によって、関係人口を得ることで、地域
の景観や治安、地域活動が守られ、
・様々なライフスタイルや価値観を持った人たちと接
することで、地域の魅力発掘、新たな経済循環を生
み出すきっかけができ、
・しくみに参画する人たちが奄美群島の地域課題
（空き家、人材不足等）解決の一助となる。

こうした活動によって、地域に明かりを灯す。

事業者情報

団体名 NPO法人あまみ空き家ラボ

所在地 鹿児島県大島郡知名町余多586-2

設立時期 2017年

団体ＨＰ https://www.npo-nr.org/

NPO法人あまみ空き家ラボ

 



2

■新たな会員のしくみとシェアリング倶楽部等の位置付け



赤木名ハウス

matchguesthouse

NPOがオーナー

NPOが運営サポート
※予定含む

■シェアリング倶楽部会員向けのシェア物件候補（２０２４年２月１日時点）
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■シェアリング倶楽部会員候補への紹介チラシ（需要調査資料）
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■シェアリング倶楽部会員候補への紹介チラシ（需要調査資料）
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■シェア物件のオーナー募集用のチラシ（需要調査用）
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■シェア物件のオーナー募集用のチラシ（需要調査用）


